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来
宮
神
社 

大
楠 河

津
平
安
の
仏
像
展
示
館

沢
田
涅
槃
堂

河
津
の
歴
史

H
istory

 of K
aw
azu

雄
大
に
そ
び
え
た
つ
千
年
の
生
命
の
灯
か
ら
、

見
え
な
い
力
が
心
に
満
ち
る
。

日
本
を
代
表
す
る
、

平
安
期
の
文
化
財
を
鑑
賞

　

町
内
奥
谷
津
の
里
に
あ
る
古
刹
、南
禅
寺（
な
ぜ

ん
じ
）。地
域
の
人
た
ち
が
昔
か
ら
守
り
続
け
て
き

た
平
安
時
代
前
期
か
ら
伝
わ
る
貴
重
な
仏
像
群
が

こ
の
お
寺
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。県
内
最
古
と

言
わ
れ
る
平
安
時
代
前
期（
九
世
紀
）の
仏
像「
薬
師

如
来
坐
像
」や
、東
海
地
方
最
古（
十
世
紀
）の「
地
蔵

菩
薩
立
像
」を
始
め
、そ
の
す
べ
て
が
文
化
財
指
定
を

受
け
て
い
る
宝
物
で
す
。（
静
岡
県
の
指
定
有
形
文
化

財
十
一
体
、河
津
町
指
定
有
形
文
化
財
十
五
体
）

河
津
町
民
の
暮
ら
し
を
、

見
守
り
つ
づ
け
る
町
の
シ
ン
ボ
ル

　

河
津
町
な
ら
で
は
の
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
中
に
ひ
っ

そ
り
と
た
た
ず
む
鎮
守
の
森
、来
宮
神
社（
杉
桙
別
命
神

社
）。静
か
な
空
気
が
た
だ
よ
う
神
域
で
あ
る
こ
の
神
社
の

境
内
に
、ひ
と
き
わ
雄
大
に
そ
び
え
る
大
楠
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
ご
神
木
の
大
楠
。樹
齢
一
千
年
余
り
を
数
え
、伊
豆

を
代
表
す
る
巨
樹
の
ひ
と
つ
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
歴
史
と
、人
々
の
営
み
を
静
か
に
見
守
り
続
け

た
こ
の
巨
樹
は
、河
津
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
と
も
に
、

近
年
で
は
荘
厳
な
気
を
感
じ
ら
れ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、多
く
の
観
光
客
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
三
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
開
催
さ
れ
た
日

本
木
彫
展
に
出
品
さ
れ
大
絶
賛
を
博
し
た「
天
部
立

像
」や
、平
安
中
期
の「
十
一
面
観
音
立
像
」な
ど
美

術
品
と
し
て
も
見
応
え
の
あ
る
像
が
数
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
貴
重
な
仏
像
群
を
公
開
・
展
示
す
る

た
め
に
、平
成
二
十
五
年
、南
禅
寺
に
隣
接
し
て

「
河
津
平
安
の
仏
像
展
示
館
」が
開
館
し
ま
し
た
。 

　

地
域
の
方
は
も
と
よ
り
一
般
観
光
客
も
、河
津
の

歴
史
の
宝
を
気
軽
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
国
に
も
数
少
な
い
、

寝
姿
の
お
釈
迦
様
を
祀
る
お
堂

　

河
津
町
に
は
、全
国
的
に
も
わ
ず
か
三
十
四
カ
所

に
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
希
少
な
仏
像
の
う
ち

の
ひ
と
つ
が
存
在
し
ま
す
。お
釈
迦
様
が
沙
羅
双
樹

の
木
の
下
に
身
を
横
た
え
た
寝
姿
の
仏
像「
涅
槃

仏
」を
安
置
し
た
お
堂「
涅
槃
堂
」が
そ
れ
で
す
。

　

町
内
沢
田
に
あ
る
こ
の
涅
槃
堂
は
、町
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、静
岡
県
内
で
唯
一
の
涅
槃
堂

と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
そ
の
涅
槃
像
群
も
全
国
に

わ
ず
か
八
例
と
さ
ら
に
希
少
価
値
が
高
く
、中
で
も

こ
の
涅
槃
像
群
と
同
じ
木
造
の
も
の
は
四
例
が
確

認
さ
れ
て
い
る
の
み
で
す
。

　

こ
の
堂
は
寛
永
年
間（
一
六
二
四
年
〜
一
六
四
三

年
）に
建
て
ら
れ
、寺
の
住
職
の
た
め
の
休
憩
寺
で

あ
る「
控
寺
」と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

堂
内
に
安
置
さ
れ
た
涅
槃
像
群
は
、釈
迦
が
紀
元

前
四
世
紀
の
二
月
十
五
日
に
、故
郷
に
近
い
ク
シ

ナ
ー
ラ
の
沙
羅
双
樹
の
下
で
、八
〇
歳
の
生
涯
を
閉

じ
た
様
子
を
表
現
し
て
い
ま
す
。 

　

涅
槃
仏
は
、一
木
造
り
で
、像
高
二
m
五
十
八
㎝
。

地
方
作（
じ
か
た
さ
く
）の
漆
箔
像
で
、像
の
後
ろ

に
立
つ
阿
弥
陀
如
来
三
尊
像
は
、釈
迦
を
極
楽
浄
土

に
迎
え
に
来
た
姿
を
表
わ
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、二
十
二
体
の
像
が
両
側
に
配
さ
れ
、悲
し

み
に
沈
む
人
々
の
姿
を
映
し
出
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
堂
内
の
梁
に
は
、顔
料
で
彩
色
さ
れ
た
華
鬘（
堂

の
内
陣
に
さ
げ
て
仏
前
を
飾
る
装
飾
）が
施
さ
れ
、

飛
天
が
雲
上
を
飛
ぶ
姿
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
、こ
の
地
域
に
災
害
や
流
行
病
が
あ
っ

た
時
に
は
こ
こ
に
村
人
が
集
ま
り
、百
万
遍
念
仏
の

祈
願
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
、当
時
使
わ
れ
た
版
木
・

大
数
珠
な
ど
が
今
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
五
年
に
、町
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、「
河
津
桜
ま
つ
り
」の
期
間
に
あ
わ
せ
て
一
般
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。二
月
十
五
日
に
は
沢
田
地
区
の

住
民
に
よ
る
涅
槃
会
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

久
遠
の
や
す
ら
ぎ
を
願
っ
た

古
人（
い
に
し
え
び
と
）の
想
い
は
、今
も
。
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国民宿舎「かわづ」完成（昭和38年）

湯ヶ野湯坂「ふるさとの坂道」に選定される（平成2年）

集中豪雨に見舞われる（昭和51年）

七滝ループ橋開通（昭和56年）

踊り子温泉会館オープン（平成5年）

河津バガテル公園オープン（平成13年）

天城山隧道（旧天城トンネル）が国の重要文化財に指定される（平成13年）

河津桜観光交流館オープン（平成22年）

昭和33年

昭和36年
昭和38年

昭和40年

昭和41年
昭和42年

昭和43年

昭和44年
昭和45年

昭和46年

昭和47年

昭和48年

昭和49年

昭和50年

昭和51年

昭和52年

昭和53年

昭和54年

昭和55年

昭和56年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年
平成元年

平成 2年

平成 3年

西暦1958

1961
1963

1965

1966
1967

1968

1969
1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988
1989

1990

1991

【河津町55年の歩み】
上河津村と下河津村が合併し、河津町が誕生。
人口1万464人、世帯数2054戸。
伊豆急行開通。
田中に役場新庁舎が落成。
国民宿舎「かわづ」落成。
「伊豆の踊子」の作者、川端康成氏を迎え湯ケ野で「伊
豆の踊子文学碑」除幕式が行われる。
初景橋完成。
国道135号全線開通。総工費約37億7千万円。
広報「かわづ」第1号発行。
河津町章制定。
段間遺跡に新たに住居跡が発見される。
見高パイロット事業が開始。
「新天城トンネル有料道路」開通。
河津八幡神社三番叟が町文化財に指定される。
農業構造改善事業で1億4千万円をかけカーネーション
団地「花泉園」が完成。
県営パイロット事業で見高入谷にみかん生産団地が
完成。
林道長久保線完成。
「滝祭り」が始まる。
伊豆半島沖地震発生（Ｍ7.0）。
大堰浄水場完成。
第1回老人スポーツ大会開催。
町の木に「河津桜」、町の花に「花菖蒲」が制定される。
集中豪雨で町全域に被害。総雨量509ミリ。
河津地震発生（M5.5）。
湯ケ野山に環境衛生センター（ごみ処理施設）建設。
総工費2億1926万円
初景橋のほとりに「伊豆の踊子像」完成。
新・館橋完成。総工費1億3200万円。
伊豆大島近海地震発生（Ｍ7.0）。
「駅前プラザ」オープン。
来の宮橋完成。
新天城道路鍋失トンネル・高架橋開通。
西中学校・南中学校が統合、河津中学校が発足。
河津駅前に曽我兄弟像建立。
七滝ループ橋開通。
天皇陛下が「大噴湯、大そてつ」をご見学。
南小学校新校舎が完成。
白馬村と姉妹都市提携を結ぶ。
西小学校新校舎・体育館が完成。
町制施行25周年、商工会設立20周年を記念し、第1回
産業まつりを開催。
白馬村を町民204人が民間大使として訪問。
Ｂ＆Ｇ河津海洋センターがオープン。
端戸山テニスコートがオープン。
第1回ミス伊豆の踊子コンテスト開催。
河津七滝・今井浜海岸「静岡の自然100選」に認定。
国道414号（天城路）「日本の路100選」として選定さ
れる。
南小学校体育館が完成。
白馬村との姉妹都市提携5周年を記念し、
併せて長野オリンピック実現を支援するためのリレーマ
ラソンが行われる。
町制30周年記念式典を開催。
東小学校体育館が完成。
梨本前之川橋完成。
町営温泉集中管理事業が始まる。
用途地域（都市計画）指定される。
湯ケ野湯坂が手づくり郷土賞「ふるさとの坂道」に選定
される。
踊子歩道が手づくり郷土賞「街灯のある街角」に選定さ
れる。
伊豆南部の集中豪雨により町内各地で約42億円の
被害。
温泉集中管理事業が約12億円で完成。

「県みずべ100選」に今井浜海岸と河津七滝が選ば
れる。
温泉スタンド「ほっとステーション」オープン。
湯ケ野自主防災会が県自主防災活動推進大会で県知
事褒章受賞。
かわづ花の会設立。
踊り子温泉会館落成。開館1カ月で利用者1万6千人を
超える。
サンシップ今井浜落成。
国道414号新しい峰山トンネル開通。
重度視覚障害者を対象としたガイドヘルパー派遣事業
開始。
環境庁調査で今井浜海岸がきれいな海全国ベスト7に
選ばれる。
第1回天城峠コンサート開催。
来宮神社祭典で「鳥・酒精進太鼓」初披露。
広報かわづが県コンクールで優秀賞。全国コンクールに
出品される。
天皇皇后両陛下、天城ご視察のため来町される。
宗太郎杉と天城の森が「しずおか森を育む森50選」に
選ばれる。
保健福祉防災センター完成。
デイサービス事業開始。
町のホームページ開設。
かわづ花菖蒲園オープン、入園者2万人を超える。
佐ケ野川親水公園完成。
第1回健康ふれあいまつり開催。
日本さくらの会「百万本植樹運動」で河津桜記念植樹式
が行われる。
川端康成生誕100年記念事業。
春ノ蔵公園整備事業着工。
「第10回河津桜まつり」に125万人が訪れ伊豆を代表す
るイベントになり、しずおか観光大賞受賞。
鉢の山316万㎡を自然環境保全と活性化のため取得。
きれいな町づくり条例制定
河津バガテル公園が開園。
天城山隧道（旧天城トンネル）が国の重要文化財に指
定される。
エコクリーンセンター東河稼働・ごみ分別収集開始。
パリ市と河津バガテル公園友好技術支援協定締結。
白馬村姉妹都市提携20周年・白馬村民来町。
図書館を備えた「文化の家」落成。
役場新庁舎落成。
町制45周年・河津桜生誕50年記念式典。
東京都渋谷区と災害時相互応援協定を締結。
河津桜原木を町指定天然記念物に指定。
第15回河津桜まつり来遊者が7年連続100万人超える。
パリ・バガテル公園100周年記念式典で河津バガテル
公園の5周年記念花「クイーンバガテル」披露。
県市町村合併構想で南伊豆地区（下田市・賀茂郡）が合
併構想の対象市町となる。
3幼稚園を統合した「町立さくら幼稚園」が開園。
河津バガテル公園開園6年目で入園者数100万人を
超える。
日帰り入浴施設伊豆見高入谷高原温泉オープン。
地方自治法施行60周年記念で河津町が地方自治功労
団体で表彰される。
峰温泉大噴湯公園オープン。
新学校給食センター完成。
町制50周年。
国民文化祭「フランス民族舞踊と伊豆の伝統芸能の祭
典」開催。
河津桜観光交流館オープン。
第4次総合計画
「人と地域、自然と文化 ”夢あふれるまち 河津”」策定。
白馬村姉妹都市提携30周年事業開催。
田中バイパス「かわづいでゆ橋」開通。
河津平安の仏像展示館オープン。

平成 4年

平成 5年

平成 6年

平成 7年

平成 8年

平成 9年

平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

平成16年
平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年
平成23年

平成24年

平成25年

西暦1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004
2005

2006

2007

2008

2009

2010
2011

2012

2013



20 河津町勢要覧2013 19河津町勢要覧2013

いつ
ま
で
も
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
。

HEALTH

健康
町
民
す
べ
て
が
、健
や
か
に

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
河
津
町
。そ
の
優
れ
た

点
を
十
分
に
活
か
し
、す
べ
て
の
町
民
が
い
つ
ま
で

も
快
適
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、何
よ
り
も
町

民
自
身
が
心
身
と
も
に
健
や
か
で
あ
る
こ
と
が
肝

心
で
す
。

　
河
津
町
で
は
、町
民
自
身
が
健
康
な
暮
ら
し
へ
の

意
識
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
町
ぐ
る
み
地
域
ぐ
る

み
で
の
様
々
な
啓
発
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
や
課

題
に
合
わ
せ
た
検
診
や
診
療
補
助
、保
育
教
室
や
健

康
教
室
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
豊
か
な
温
泉
の
恵
み
を
利
用
し
た
各
家

庭
へ
の
温
泉
宅
配
事
業
な
ど
、河
津
な
ら
で
は
の
事

業
を
積
極
的
に
行
い
、町
民
の
健
康
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。

福
祉
環
境
と
医
療
環
境
の

さ
ら
な
る
整
備
に
向
け
て

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
時
流
に
あ
っ
て

河
津
町
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
う
し

た
中
、地
域
の
大
き
な
課
題
と
な
る
の
が
、未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
幅
広
く
、

そ
し
て
手
厚
く
カ
バ
ー
で
き
る
高
度
な
医
療
・
福
祉

体
制
の
充
実
で
す
。

　
年
齢
や
経
済
的
理
由
な
ど
を
要
因
と
し
て
町
民

の
享
受
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
制
限
さ
れ
た
り
、ま
た

差
が
つ
い
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、町
で
は
従

前
よ
り
、皆
が
等
し
く
高
度
な
医
療
・
福
祉
を
受
け

ら
れ
る
地
域
医
療
福
祉
体
制
の
確
立
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
特
に
救
急
医
療
に
関
し
て
は
、伊
豆
全
域
を
見
渡

し
た
広
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
本
と
し
、日
頃

か
ら
数
々
の
基
幹
病
院
と
の
密
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
、高
度
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
普
遍
化
を
進
め
て
い

ま
す
。

地
域
全
体
で
取
り
組
む

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

　
身
体
の
健
康
と
と
も
に
、特
に
高
齢
者
に
対
し
て

は「
心
の
健
康
」の
あ
り
方
も
重
要
な
課
題
で
す
。高

齢
者
の
生
き
が
い
と
は
何
か
、毎
日
を
充
実
し
て
暮

ら
せ
る
た
め
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
何
か
。つ
ね
に
高

齢
者
の
悩
み
や
同
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
配

慮
し
な
が
ら
、誰
も
が
自
分
の
生
き
が
い
を
見
つ
け

育
め
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
特
有
の
、身
体
へ
の
不
安
か
ら
生
じ
る
生

活
全
般
へ
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
、在
宅
介
護
体
制
の

充
実
、老
人
ク
ラ
ブ
の
積
極
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、積
極

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
浸
透
・
拡
充
を
行
う
と
と
も

に
、高
齢
者
が
い
つ
も
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
地
域

環
境
や
意
識
啓
発
な
ど
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
を
力
強
く
応
援
す
る

サ
ポ
ー
ト
体
制

　
核
家
族
化
が
一
般
化
し
、女
性
の
社
会
進
出
が
よ

り
活
発
に
な
る
な
ど
、人
々
の
生
活
形
態
や
習
慣
が

大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、子
育

て
の
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
特
に
女
性
が
家
庭
に
不
在
と
な
る
こ
と
が
多
く

な
る
に
つ
れ
、多
様
化
・
拡
大
す
る
保
育
需
要
へ
の

対
応
は
急
務
で
す
。

　
次
代
を
担
い
、町
の
将
来
を
築
く
べ
き
子
ど
も
た

ち
を
、よ
り
恵
ま
れ
た
環
境
で
す
く
す
く
と
育
て
て

い
く
た
め
に
は
、地
域
全
体
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
情
報
を
共
有

す
る
体
制
を
整
備
充
実
し
、母
親
の
精
神
的
重
圧
や

不
安
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、保
育
施
設
と
そ
の
機

能
の
拡
充
を
図
る
な
ど
、ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
両
面

か
ら
、子
育
て
世
代
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

乳幼児健診

介護予防教室



一
生
涯
に
わ
た
っ
て
の

学
び
を
支
え
る
教
育
環
境
づ
く
り

　
青
少
年
に
限
ら
ず
、人
に
と
っ
て「
学
ぶ
」こ
と
は

生
き
る
こ
と
の
喜
び
そ
の
も
の
で
す
。町
で
は
す
べ

て
の
町
民
に
生
涯
学
習
の
機
会
と
環
境
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、学
び
の
喜
び
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
町
民
の
健
康
を
増
進
し
、張
り
の
あ
る
明
る

い
生
活
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
の
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
取
り
組
み
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、老
若
男
女
の

幅
広
い
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

姿
を
日
常
的
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
芸
術
や
文
化
の
後
援
も
町
の
主
要
な
施

策
の
ひ
と
つ
で
す
。町
の
歴
史
に
育
ま
れ
た
独
自
の

文
化
を
守
り
、ま
た
次
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
町
民

と
し
て
の
誇
り
を
育
成
し
、河
津
町
民
と
し
て
の
高

い
意
識
形
成
を
促
し
て
い
ま
す
。

幼
児
か
ら
青
少
年
ま
で
の
、

健
や
か
な
成
長
を
見
守
る

　
次
代
の
主
役
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境

整
備
は
、町
の
将
来
を
見
据
え
た
重
要
な
柱
の
ひ
と

つ
。

　
幼
児
教
育
、初
等
教
育
の
環
境
整
備
と
拡
充
は
も

ち
ろ
ん
、よ
り
高
度
な
学
習
を
受
け
る
機
会
と
学

力
向
上
の
た
め
、学
校
教
育
で
は
教
職
員
の
資
質
向

上
へ
の
取
り
組
み
や
、高
度
情
報
化
社
会
に
適
応
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
習
設
備
の
充
実
な
ど
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
、近
年
社
会
的
な
問

題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
学
校
内
で

の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
も
、学
校
と
家
庭
、地
域
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て「
子
ど
も
を
見
守
る
」意
識
を
強

化
し
、地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
機
運
を
高
め
な
が

ら
、課
題
の
解
決
で
は
な
く
課
題
の
発
生
そ
の
も
の

を
防
ぐ
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

全
人
格
的
教
育
で
、

次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
て
る

　
青
少
年
教
育
の
中
で
も
、幼
児
・
初
等
教
育
時
は

人
間
形
成
の
基
礎
が
養
わ
れ
る
期
間
。ま
た
中
等
・

高
等
教
育
時
は
、自
分
自
身
の
価
値
観
や
社
会
的
判

断
力
を
身
に
つ
け
る
時
期
、と
そ
の
役
割
も
異
な
っ

て
き
ま
す
。

　
成
長
段
階
や
教
育
ス
テ
ッ
プ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ら
を
一
貫
す
る

基
本
理
念
が
最
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　
町
が
め
ざ
す
全
人
格
教
育
と
は
、社
会
の
中
で
他

と
協
力
し
つ
つ
、自
身
の
個
性
を
発
揮
で
き
る
人
格

を
育
て
る
こ
と
が
目
的
で
す
。こ
う
し
た
方
針
の
も

と
、町
内
の
各
学
校
で
は
学
校
ご
と
に
特
色
の
あ
る

学
校
教
育
方
針
お
よ
び
年
度
ご
と
の
指
導
指
針
に

基
づ
き
、大
ら
か
な
生
徒
た
ち
の
育
成
に
尽
力
し
て

い
ま
す
。

人
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
る

学
び
の
意
欲
と
文
化
の
継
承

　
長
い
歴
史
と
生
活
の
中
で
継
承
さ
れ
て
き
た
河

津
町
な
ら
で
は
の
文
化
。

　
地
域
社
会
の
変
化
に
よ
り
、こ
う
し
た
文
化
を

次
代
に
伝
え
、異
世
代
と
の
活
発
な
交
流
か
ら
生

ま
れ
る
学
習
機
会
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。町

で
は
こ
う
し
た
活
発
な
世
代
間
交
流
を
支
援
し
、

河
津
町
民
と
し
て
の
誇
り
を
育
む
こ
と
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
国
際
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る

ボ
ー
ダ
レ
ス
社
会
を
舞
台
に
自
立
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、外
国
人
教
員
の
積
極
導
入
な

ど
、国
外
で
活
躍
す
る
た
め
の
基
礎
づ
く
り
も
進

め
て
い
ま
す
。



地
域
資
源
の
積
極
活
用
で

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
へ

　
「
河
津
桜
ま
つ
り
」に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、河
津

の
地
域
資
源
に
再
注
目
し
、多
彩
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と

具
体
的
な
実
行
力
で
商
品
化
す
る
こ
と
で
、そ
こ
に

は
多
く
の
人
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
新
た
な
に
ぎ

わ
い
が
創
出
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
観
光
を
主
産
業
と
す
る
河
津
町
に
と
っ
て
、

海
外
か
ら
の
観
光
は
、将
来
的
に
も
大
き
な
可
能
性

と
魅
力
を
秘
め
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
「
河
津
で
は
当
た
り
前
の
も
の
が
、実
は
、他
地
域

の
人
々
に
と
っ
て
は
、わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ぶ
ほ
ど
の

注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
」。国
や
地
域
を
越
え

た
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
情
報
交
流
が
広
く
一
般
化
し
た

現
代
で
は
、こ
う
し
た
事
象
が
ま
す
ま
す
増
え
て

き
ま
す
。

町
が
持
つ
地
域
資
源
の

新
た
な
発
掘
と
振
興

　

河
津
桜
や
バ
ラ
な
ど
、す
で
に「
観
る
」観
光
資
源

と
し
て
存
立
し
て
い
る
物
の
魅
力
を
さ
ら
に
多
角

的
に
展
開
。ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
押
し
花
、寄
せ
花
、

香
水
、ジ
ャ
ム
、ワ
イ
ン
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
横
断
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、河
津
の
新
た

な
特
産
の
創
出
が
図
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、ひ
と
り
花
卉
栽
培

事
業
者
だ
け
で
な
く
、食
品
加
工
事
業
者
や
観
光
事

業
者
、販
売
事
業
者
な
ど
、広
範
な
分
野
の
人
々
が

協
力
し
、町
の
産
業
活
性
と
い
う
同
じ
目
的
の
下
に

集
う
こ
と
で
初
め
て
具
現
化
し
ま
す
。

　

町
が
持
っ
て
い
る
人
材
と
物
、ア
イ
デ
ィ
ア
と
展

開
力
な
ど
を
結
集
す
れ
ば
、ま
だ
ま
だ
河
津
の
魅
力

は
発
掘
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

例
え
ば
、釜
滝
の
上
流
に
位
置
す
る
猿
田
淵
を
中

心
と
し
て
整
備
さ
れ
た
猿
田
淵
遊
歩
道
は
、天
城
の

大
自
然
が
手
つ
か
ず
の
状
態
で
残
っ
て
い
る
夏
で

も
涼
し
い
遊
歩
道
と
し
て
人
気
を
集
め
、河
津
七
滝

と
と
も
に『
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
』の
新
た
な
ス

ポ
ッ
ト
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
県
内
初
で
あ
り
全
国
で
も
数
少
な
い
、片
塔

式
ウ
ェ
ー
ブ
橋（
全
長
約
四
十
六
m
、幅
員
一・
五
m
）

で
あ
る「
河
津
踊
子
滝
見
橋
」が
開
通
し
、河
津
七

滝（
踊
子
歩
道
）に
ま
た
新
た
な
魅
力
が
加
わ
っ
た

こ
と
で
、観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
さ
ら
な
る
発
展

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

産
業
観
光
、生
活
観
光
な
ど

新
た
な
観
光
資
源
へ
の
投
資

　

山
、海
、川
な
ど
、多
種
多
様
な
自
然
を
持
つ
河
津

町
。こ
れ
ま
で
は
主
に
海
水
浴
を
中
心
と
し
た
夏
場

の
レ
ジ
ャ
ー
需
要
に
応
え
る
形
で
発
展
を
重
ね
て

き
ま
し
た
が
、観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
変
化
・
多
様
化

し
て
き
て
い
る
観
光
市
場
に
お
い
て
は
、画
一
的
な

ひ
と
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
絞
っ
た
観
光
開
発
で
は
な

く
、幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
う
る
受
け
皿
と
し
て
の

機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
注
目
を
集
め
て
い
る「
里
山
」や
、環
境
意
識

の
高
ま
り
に
伴
う
田
舎
暮
ら
し
へ
の
興
味
の
高
ま

り
な
ど
、河
津
に「
当
た
り
前
に
あ
る
も
の
」の
観
光

的
魅
力
が
俄
然
上
昇
し
て
い
る
今
、こ
れ
ら
を
商
品

化
し
て
い
く
こ
と
は
自
然
の
流
れ
で
す
。

　

例
え
ば
平
成
二
十
年
に
整
備
さ
れ
た
峰
温
泉
の

大
噴
湯
公
園
な
ど
も
そ
の
代
表
的
な
例
で
す
。

　

大
正
十
五
年
十
一
月
に
爆
音
と
と
も
に
地
上
約

五
〇
m
も
の
湯
煙
を
あ
げ
て
誕
生
し
て
以
来
八
〇

年
以
上
に
わ
た
っ
て
毎
分
六
〇
〇
ℓ
、一
〇
〇
℃
の

温
泉
を
噴
き
上
げ
続
け
る
全
国
で
も
珍
し
い
自
噴

泉
を
中
心
に
、足
湯
や
ホ
ッ
ト
ベ
ン
チ
な
ど
が
整

備
さ
れ
る
と
と
も
に
、大
噴
湯
た
ま
ご
づ
く
り
体

験
な
ど
の
参
加
型
レ
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
、多
く
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

商
業
施
設
の
活
性
化
と

ゾ
ー
ニ
ン
グ
開
発

　

新
た
に
誕
生
し
た
峰
温
泉
大
噴
湯
公
園
な
ど
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、そ
の
地
区
を
活
性
化
さ
せ
得

る
新
た
な
名
所
や
、魅
力
的
な
商
店
街
の
整
備
も
不

可
欠
で
す
。

　

観
光
的
側
面
か
ら
見
れ
ば「
人
が
集
ま
り
、動
く
」

た
め
の
新
た
な
要
素
を
生
み
出
す
こ
と
が
、活
性
化

へ
の
第
一
歩
。そ
の
た
め
に
も
町
と
住
民
が
一
体
と

な
り
、よ
り
人
が
集
ま
る
た
め
に
必
要
な
も
の
、そ

し
て
人
が
動
く
こ
と
で
効
果
的
に
に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
す
動
線
プ
ラ
ン
な
ど
を
考
え
、作
り
上
げ
る
こ

と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

踊子歩道（猿田淵）

峰温泉大噴湯公園

河津桜観光交流館
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恵
ま
れ
た
、か
け
が
え
の
な
い

ま
ち
の
資
産
を
活
か
す
。

INDUSTRY

産業
「
河
津
な
ら
で
は
の
良
さ
」を

再
発
見
・
再
発
信

　
谷
津
漁
港
で
開
催
さ
れ
て
い
る
朝
市
や
、地
元
の

農
産
物
・
海
産
物
な
ど
を
活
用
し
た
新
た
な
料
理

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
、河
津
で
し
か
体
験
で
き
な

い
、入
手
で
き
な
い
希
少
価
値
の
高
い
資
源
を
生
み

出
す
た
め
に
、農
林
水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

産
業
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
新
た
な
動
き
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、地
元
の
農
産
物
・
海
産
物
を
、通
信
販
売

や
観
光
業
の
事
業
者
が
よ
り
強
力
な
流
通
ル
ー
ト

に
乗
せ
た
り
、地
域
の
古
老
が
持
つ
知
恵
を
活
か
し

た
新
商
品
を
生
み
出
し
た
り
・・
。

「
河
津
な
ら
で
は
」の
新
た
な
価
値
を
生
み
、こ
れ

か
ら
の
町
の
活
性
の
起
爆
剤
に
し
て
い
く
こ
と

は
、町
に
住
む
人
な
ら
誰
も
が
協
力
で
き
る
一
大

事
業
で
す
。

人
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
開
発

そ
し
て
交
流
の
場
の
育
成

　
例
え
ば
み
か
ん
、ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
な
ど

の
柑
橘
類
は
、今
や
河
津
町
の
主
要
な
特
産
品
の
ひ

と
つ
と
な
り
、河
津
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

全
国
的
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
花
卉
栽
培
に
お

い
て
も
、母
の
日
が
過
ぎ
る
と
来
年
の
苗
の
植
え
付

け
を
行
う
た
め
す
べ
て
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
短
期

間
に
引
き
抜
き
を
し
ま
す
が
、こ
の
引
き
抜
き
体
験

を
観
光
客
の
方
に
開
放
す
る
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
展
開
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
花
卉
栽
培
農
家
に
と
っ
て
は
日
常
的
な
作
業
も
、

花
屋
さ
ん
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
栽
培
風
景
を
実
感
で
き
、引
き
抜
き
体
験

が
で
き
る
こ
と
は
、観
光
客
に
と
っ
て
は
か
け
が
え

の
な
い
貴
重
な
旅
の
体
験
と
な
り
得
ま
す
。

　
こ
う
し
た
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
観
光
資
源
や
商
業
資
源
と
し
て
確
立
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
産
業
も
、今
や
自
然
を
活
か
し
た

新
た
な
産
業
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
河
津
の
山
や
海
、川
そ
し
て
四
季
豊
か
な
田
園
環

境
を
前
提
と
す
れ
ば
、新
た
な
商
品
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
発
は
、決
し
て
困
難
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
気
運
が
高
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
先
駆

者
が
情
報
交
換
と
交
流
を
図
れ
る
場
が
で
き
、そ

こ
か
ら
ま
た
新
た
な
動
き
が
始
ま
り
広
が
っ
て

い
ま
す
。

森
林
、農
業
、漁
業
基
盤
の

未
来
を
見
す
え
た
保
全
育
成

　
平
成
二
十
四
年
九
月
、伊
豆
半
島
が
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
地
球
の
地
形

形
成
活
動
の
痕
跡
を
観
察
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴

重
な
地
形
の
資
源
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で

す
が
、こ
の
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、伊
豆
地
域

は
非
常
に
豊
か
で
多
彩
な
地
形
が
あ
り
、こ
の
こ
と

が
農
林
水
産
業
の
多
様
性
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
河
津
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、豊
か
な
山
林

の
資
源
、田
園
の
実
り
、魚
介
類
を
は
じ
め
と
す
る

海
洋
資
源
は
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
地
の
恩
恵
に
預

か
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
貴
重
な
資
産
を
短
期
間
で
消
費
し
つ

く
す
の
で
は
な
く
、ど
う
し
た
ら
貴
重
な
ま
ま
に
次

代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、模
索

と
試
行
が
、様
々
な
分
野
で
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

河
津
の
特
産
品
た
ち
が
秘
め
た

さ
ら
な
る
可
能
性
を
引
き
出
す

　
河
津
の
水
が
生
み
育
て
る
代
表
的
な
特
産
品
わ

さ
び
も
、風
味
自
慢
の
生
わ
さ
び
や
一
般
的
に
知
ら

れ
る
わ
さ
び
漬
け
の
他
、山
の
純
朴
な
香
り
に
わ
さ

び
の
辛
み
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
添
え
る「
わ
さ
び
蕎

麦
」や
、新
鮮
な
わ
さ
び
を
自
分
で
お
ろ
し
て
食
べ

ら
れ
る「
わ
さ
び
丼
」、ま
た
辛
い
わ
さ
び
を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
と
い
う
意
外
な
美
味
し
さ
で
人
気
の「
わ

さ
び
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」な
ど
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊

か
な
さ
ま
ざ
ま
な
新
商
品
が
続
々
と
誕
生
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
で
は
、サ
ワ
ー
や

ゼ
リ
ー
な
ど
の
加
工
食
品
は
も
と
よ
り
、ボ
デ
ィ

ソ
ー
プ
や
入
浴
剤
な
ど
ま
で
、自
然
素
材
の
良
さ
を

活
か
し
た
独
自
の
商
品
が
開
発
さ
れ
、観
光
客
か
ら

の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
河
津
な
ら
で
は
の
特
産
物
は
、斬
新
な
発
想
を
加

え
る
こ
と
に
よ
り
、ま
た
新
た
な
河
津
ブ
ラ
ン
ド
を

生
み
出
す
確
か
な
力
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

谷津港の朝市

カーネーション引き抜き体験
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LIFE

生活
人が自ら住みたくなるような、
便利さと安心を。

い
つ
ま
で
も
住
み
た
い
町
と
し
て
の

新
た
な
魅
力
創
出
へ

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、生
活
基
盤
と
し

て
の
都
市
の
あ
り
方
や
そ
の
安
全
性
、エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
、持
続
可
能
な
社
会
へ
の
道
な
ど
、様
々
な
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、多
方
面
に
わ
た
る「
暮
ら

し
の
あ
り
方
」が
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
を
取
り
ま
く
環
境
に
は
、土
地
・

河
川
・
海
岸
・
道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
か
ら
、生

活
動
線
や
清
潔
さ
な
ど
各
種
の
住
環
境
整
備
、資
源

確
保
と
そ
の
安
全
性
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
な
ど
多
彩
な
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　
人
が
自
ら
そ
こ
に
住
み
た
く
な
る
町
を
。河
津
町

は
こ
の
願
い
の
も
と
、恵
ま
れ
た
気
候
・
立
地
と
自

然
と
共
栄
す
る
町
を
着
実
に
築
い
て
い
ま
す
。

都
市
基
盤
と
生
活
環
境
整
備
で

よ
り
充
実
し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進

　
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
町
と
し
て
、町
の
玄
関

口
で
あ
る
河
津
駅
が
平
成
二
十
二
年
に
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
駅
へ
と
装
い
も
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
主
要
地
方
道
で
あ
る
県
道「
下
佐
ヶ
野
谷

津
線
」の
バ
イ
パ
ス
も
平
成
二
十
四
年
に
開
通
。新

た
な
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
住
民
の
生

活
動
線
が
快
適
に
な
る
と
同
時
に
、観
光
産
業
な
ど

へ
も
大
き
く
寄
与
す
る
は
ず
で
す
。

　
こ
う
し
た
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
基
盤
整

備
は
、年
々
積
極
的
な
整
備
が
進
み
、よ
り
快
適
で

利
便
性
の
高
い
住
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
生
活
の
安
全
面
へ
の
配
慮
と
し
て
、恵
ま
れ

た
自
然
を
活
か
し
な
が
ら
も
、急
峻
な
地
形
が
多
い

町
独
自
の
状
況
に
基
づ
い
た
治
山
治
水
へ
の
対
策

も
積
極
的
に
行
わ
れ
、様
々
な
リ
ス
ク
が
内
在
す
る

箇
所
を
選
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
対
処
が
進
ん
で
い
ま
す
。

心
う
る
お
う
美
し
い
地
域
づ
く
り
へ

町
と
住
民
が
手
を
取
り
合
う

　
快
適
な
地
域
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
は
、上
水
道

整
備
や
ゴ
ミ
問
題
、公
園
や
緑
地
の
整
備
拡
充
な

ど
、取
り
組
む
べ
き
課
題
も
多
様
で
す
。

　
し
か
し
共
通
し
て
重
要
な
の
は
、行
政
と
住
民

と
が
同
じ
意
識
と
価
値
観
を
も
っ
て
、理
想
の
町

づ
く
り
に
む
け
て
協
力
す
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
町
の
地
域
計
画
や
全
体
計
画
を
含
め
た
大
規
模

な
施
設
整
備
、そ
し
て
住
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
を
行
政
側
が
担
当
し
、そ
れ
を
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
と
住
民
自
ら
が
使
い
や
す
い
よ
う

に
工
夫
し
、自
在
に
活
用
す
る
。

　
こ
う
し
た
理
想
的
な
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、

河
津
町
全
体
が
よ
り
豊
か
で
住
み
よ
い
町
と
し
て

成
長
し
て
い
く
た
め
に
、町
で
は
県
や
国
な
ど
へ

の
積
極
的
な
働
き
か
け
は
も
ち
ろ
ん
、そ
の
一
方

で
町
民
か
ら
の
声
の
聞
き
取
り
を
精
力
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

町内一斉清掃風景

下佐ヶ野谷津線田中バイパス開通式
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将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
行
財
政
と

町
民
目
線
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
河
津
町
で
は
、行
政
主
導
で
は
な
く
住
民
が
参
加
で
き
る

町
政
、住
民
に
開
か
れ
た
町
政
を
め
ざ
し
、特
に
広
報
広
聴
活

動
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
一
人
一
人
と
行
政
と
が
、つ
ね
に
意
識
と
目
線
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、様
々
な
課
題
に
対
し
て
つ
ね
に
住
民
の

声
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
各
種
の
窓
口
を
常
設
す
る
な
ど
の
環

境
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、河
津
町
は「
南
伊
豆
地
区
広
域

市
町
村
圏
」に
よ
っ
て
、消
防
・
救
急
・
し
尿
処
理
・
電
算
化
な

ど
、様
々
な
側
面
に
お
い
て
地
域
広
域
行
政
の
一
員
と
し
て

事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、協
議
会
の
廃
止
に
伴
い
、今

後
は
河
津
町
独
自
の
施
設
・
組
織
に
よ
る
事
業
運
営
や
、新
た

な
広
域
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
財
政
面
に
お
い
て
は
、地
方
自
治
体
が
共
通
し
て
抱

え
る
経
済
情
勢
へ
の
不
安
や
、高
齢
化
に
よ
る
地
域
活
性
の

低
下
と
そ
れ
に
伴
う
生
産
力
・
消
費
力
低
下
な
ど
、様
々
な
側

面
に
対
応
す
る
財
政
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
町
を
活
性
化
さ

せ
る
と
と
も
に
、一
方
で
経
費
の
大
幅
な
削
減
や
各
種
事
業

の
効
率
化
、自
主
財
源
の
確
保
と
新
た
な
資
源
の
開
発
な
ど
、

多
方
面
に
わ
た
る
事
業
展
開
を
通
じ
、町
財
政
の
健
全
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
町
議
会
議
員
は
、町
内
各
地
域
お
よ
び
各
種
産
業
・
教
育
・

福
祉
な
ど
の
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
人
材
と
し
て
、定

例
会
お
よ
び
臨
時
会
を
通
じ
て
、町
全
体
の
取
り
組
み
方
針
、

課
題
解
決
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
展
開
し
、河
津
町
を
よ

り
良
い
町
、よ
り
良
い
地
域
と
す
る
た
め
に
全
力
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

行
政・議
会

左から、相馬 宏行町長　斉藤 公紀副町長　横山 宥久教育長

河津町議会議員
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行財政

町税
8億1,606万7千円
（22.1%）

使用料 ・ 手数料
9,244万9千円
（2.5%）

繰入金
2億6,294万8千円
（9.2%）

繰入金
2億6,294万8千円
（9.2%）

繰越金
5,000万円（1.4%）

諸収入
4,884万2千円（1.3%）

その他
3,343万8千円（0.8%）

地方交付税
14億3,900万円
（38.9%）

国庫支出金
1億7,148万9千円
（4.6%）

県支出金
2億6,666万1千円
（7.2%）

町債
3億7,672万3千円
（10.2%）

その他
1億4,238万3千円（3.9%）

人件費
6億5,684万8千円
（17.8%）

扶助費
3億5,945万千円
（9.7%）

公債費
3億7,065万1千円
（10%）

物件費
8億8,068万7千円
（23.8%）

維持補修費
5,171万2千円（1.4%）

補助費等
7億9,589万4千円
（21.5%）

普通建設事業費（補助）
4,435万1千円
（1.2%）

普通建設事業費（単独）
3億880万2千円
（8.4%）

県営事業負担金
800万円（0.2%） 災害復旧費6千円

積立金など
2億2,359万9千円

（6%）

● 平成25年度一般会計当初予算

自 主
財
源

依存
財
源 歳入合計

37億円 歳出合計
37億円

歳入 歳出

年次
区分

4,200,016
4,326,680
3,969,122
3,836,930
3,874,406

平成20年
平成21年
平成22年
平成23年
平成24年

8.9
2.5

△8.3
△3.3
0.1

対前年度伸率
（%）

9.5
2.3

△7.6
△2.8
△0.1

対前年度伸率
（%）

歳入A
（千円）

3,993,110
4,084,029
3,774,085
3,670,111
3,648,119

歳出B
（千円）

226,906
242,651
195,037
166,819
226,287

A-B
（千円）

● 財政の推移（一般会計決算）

資料：総務課

一般会計
河津駅前広場整備事業特別会計
土地取得特別会計
普通会計の合計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
国民宿舎「かわづ」運営事業特別会計
特別会計の合計
水道事業会計
温泉事業会計
企業会計の合計
総　　額

37億円
464万円
62万円

37億526万円
13億2,168万円
7億6,557万円
9,347万円
750万円

21億8,822万円
3億5,583万円
8,205万円

4億3788万円
63億3,136万円

● 平成25年度会計別予算額

資料：総務課

庶務係
財政係
検査係
消防防災係
まちづくり推進係
窓口係
保険年金係
税務係
徴収係
健康係
福祉係
介護係
農林水産係
産業振興係
管理係
建設係
水道温泉工務係
水道温泉業務係
会計係
学校教育係
社会教育係

選挙管理委員会
監査委員
農業委員会
固定資産評価委員会
議会

書記
書記
事務局
書記
事務局

教育長

副町長

教育委員会

町長

総 務 課

町 民 生 活 課

産 業 振 興 課

建 設 課

まちづくり推進課

保 健 福 祉 課

会 計 室

事 務 局

さくら幼稚園

● 行政機構図

資料：総務課

● 議会議員名

小林　和子
土屋　　貴
渡邉　　弘
吉田　重好
稲葉　　静
川下　英一
宮崎　啓次
萩原　清男
山田　　勇
土屋 粂太郎
坪井　弘司

第 2 常 任
第 1 常 任
第 2 常 任
第 1 常 任
第 1 常 任
第 1、2 常任
第 2 常 任
第 2 常 任
第 2 常 任
第 1 常 任
第 1 常 任

副 委 員 長
委 員 長
委 員 長
農 業 委 員

議 長

副 議 長
監 査 委 員

副 委 員 長

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

議席番号 氏　　名 所属会派 所属委員会 備　　考

資料：議会事務局

議長・副議長
定数 11 議席

第 1常任委員会
総務課・まちづくり推進課・町民生活課・
保健福祉課及び他の常任委員会に属さない事務

第 2常任委員会
産業振興課・建設課・教育委員会・農業委員会

資料：議会事務局

議   会

● 議会構成図

姉
妹
都
市

長
野
県 

白
馬
村

防
災
協
定

東
京
都 

渋
谷
区

北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
の
美
と
、

豊
か
な
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
を

ぜ
ひ
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

　

白
馬
村
は
、長
野
県
の
北
西
部
に
位
置
し
て
お

り
、南
北
に
十
六
・
八
㎞
、東
西
に
十
五
・
七
㎞
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

白
馬
岳
、杓
子
岳
、白
馬
槍
ヶ
岳（
白
馬
三
山
と
い

い
ま
す
）、五
竜
岳
を
は
じ
め
と
す
る
北
ア
ル
プ
ス

白
馬
連
峰
が
眼
前
に
迫
り
、そ
の
麓
に
は
、豊
か
な

田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

当
村
は
、恵
ま
れ
た
自
然
資
源
を
活
か
し
た
観
光

が
主
産
業
で
す
。急
峻
な
山
岳
美
を
み
せ
る
北
ア
ル

プ
ス
白
馬
連
峰
や
個
性
豊
か
な
七
つ
の
ス
キ
ー
場
、

村
内
に
湧
き
出
る
効
能
豊
か
な
温
泉
、歴
史
あ
る
千

国
街
道
な
ど
、目
的
は
様
々
で
す
が
、多
く
の
観
光

客
が
四
季
を
通
じ
て
当
村
を
訪
れ
ま
す
。

　

交
通
網
は
、一
九
九
八
年
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
飛
躍
的
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

お
客
様
を
お
迎
え
し
、お
も
て
な
し
す
る
施
設
、

サ
ー
ビ
ス
も
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
河
津
町
の
み
な
さ
ん
が
当
村
を
訪
れ

て
く
れ
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

白
馬
村
の
自
然
、施
設
、サ
ー
ビ
ス
が
み
な
さ
ん

を
温
か
く
お
迎
え
し
ま
す
。

大
災
害
と
い
う
不
測
の
事
態
に

備
え
、河
津
町
と
渋
谷
区
の
両

自
治
体
は
、人
・
モ
ノ
・
情
報
な

ど
を
通
じ
て
、相
互
に
、瞬
時

に
助
け
あ
え
る
よ
う
、つ
ね
に

連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
十
一
月
、地
震
な
ど
大
規

模
災
害
で
被
災
し
た
場
合
に
備
え
て
、河

津
町
は
東
京
都
渋
谷
区
と
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、大
規
模
地
震
な
ど
に
よ

り
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、両
自
治
体

が
職
員
の
派
遣
や
食
糧
、日
用
品
、そ
の

他
必
要
な
資
機
材
の
提
供
、被
災
者
の
受

け
入
れ
な
ど
、幅
広
い
応
援
対
策
お
よ
び

応
急
復
旧
対
策
を
実
施
す
る
ほ
か
、防
災

訓
練
時
の
応
急
救
援
物
資
の
搬
送
な
ど

相
互
参
加
や
今
後
の
災
害
時
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
の
対
策
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
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